
免疫バランス制御による癌、アレルギー治療法の開発研究

北海道大学　遺伝子病制御研究所　免疫制御分野

Th1/Th2バランスの破綻は多くの病気の原因になる

我が国におけるアレルギー人口の増加
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ー国民の３人に１人は何らかのアレルギー症状を持つー

アレルギー発症の増加要因 
１，アレルギー源の増加　（花粉等の増加、住宅の断熱性、機密性向上によるダニの増加） 

２，環境汚染　（自動車排ガス、特にディーゼル車の排ガス粉塵、内分泌攪乱物質） 

３，食生活の変化（高蛋白、高脂肪食品、食品添加物の増加） 

４，ストレス（社会的ストレスの増加、受験ストレス） 

５，細菌、ウイルス感染症の減少（衛生環境の改善、抗生物質の普及、子供の遊び形態の変化）

先進国に特有な問題 
 
発展途上国ではアレルギー 
は問題になっていない

環境破壊の象徴、 イースタ ー島、 モアイ像 １９９０年北海バルト海、アザラシ大量死

環境ホルモンや化学廃棄物による免疫低下

ジステンバーウイルス感染

環境の破壊と 共に人の体内環境システム、 特に免疫バランスが破綻し 始めている

森林伐採により 、 土壌はやせ、 食料生産はおち、 生物は消え、  
最後は食料争奪（ 食人） のための部族間の戦いでモアイ 像は 
倒壊し た。 （ １ ０ ０ ０ 年前～４ ０ ０ 年前）  

先進国における大問題
　 　 ●アレルギー人口と 共に易感染性人口の急増 
 
　 　 ●小学生までにツベルク リ ン反応が陽転し ない 
 

（ 陽転率平均は50%） ＝　 子供が免疫抵抗性を獲得できない

先進国の環境因子（ 食生活、 衛生、 有害因子、 スト レスなど）  
による免疫バラ ンスの偏向

 

地域ぐるみでの現状把握および産官学連携の早期対
策が必要

Th1

T h2

Th2免疫優位

国の支援体制が不可欠
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ナイーブ
ヘルパーT 細胞

細胞性免疫を担当 体液性免疫を担当

病原性あるなしに関係
なく、細菌などに感染し
た細胞を認識し、傷害
作用を促進。感染細胞
を破壊するために中心

的役割を担う。

外来抗原などを除去する
ため、体内で抗体産生を
促し、抗原を中和。他の

炎症性細胞を活性化させ
抗原排除に重要な役割

を果たす。

Th1
Th2 Th1

Th2

糖尿病、肝障害
GVHD、動脈硬化

Th1 Th2

Th1優位 Th2優位

感染症、アレルギー
がんの発生

かかりやすい病気

、

アレルギーの増加因子

Th1

Th2

Th2優位に！
・衛生環境下での生活 (微生物等の侵入が少ないためTh1免疫が減弱)

・アレルゲンの増加
　（戦後の積極的なスギ植林が影響、住宅気密性によるアレルゲン吸入量増加、
　　舗装道路化によるアレルゲン残留 → 感作状態が起こりやすい)

・食生活の変化
　（欧米食、高タンパク、高脂肪、ファーストフード、偏食による体質の変化）

・大気汚染　（NOx、SOx、ディーゼル等の排気ガスによるIgE抗体の上昇)

・心理的ストレス (失業率、受験、競争社会などストレスが神経系に影響か)

花粉やダニなど

アレルギー症状

くしゃみ、
鼻水、

かゆみ、
鼻づまり、

紅潮、
目の充血、など

アレルギー発症のメカニズム

脱顆粒

　花粉やダニなどのアレルゲンが体に
入っても通常は何も起こらない。しか
し、アレルゲンの吸入量や体質によっ
て、Th2免疫が過剰に反応した状態が
アレルギーである。
　暴走したTh2免疫は抗体産生を介し
て、ヒスタミンなどのくしゃみや鼻水の
原因となる物質を放出させてしまう。

IgE抗体

Th2

活性化!

抗体産生細胞

(ヒスタミン、
ロイコトリエンなど)

免疫バランスを改善するには・・・

移入

喘息を誘発！

抗原を吸入

××

Th2

正常！
細菌構成成分 (CpG)

動物実験による治療効果の検討

Th1
Th2 Th2Th1

Th2への偏向を是正！

適度な細菌との共存

乳酸菌飲料などの摂取

細菌構成成分 (CpGなど)の接種
無治療群 CpG治療群

　喘息の症状の１つである粘液産生が
CpG接種によって抑制された。

「CpG」 : 細菌やウイルスが持つDNA. Th1免疫を活性化

Th１免疫を活性化することで、Th2へと傾いた免疫バランスを正常な状態へ戻し、
アレルギーを改善させる研究を行っている。 矢印の先の青紫色の部分が粘液


